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支署業務開始
..、..，
→ 

.、
今
年
五
月
二
日
付
を
以
っ
て
大
洲

地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
に
加
入
し
、

．
ふ

当
町
に
も
常
備
消
防
が
発
足
し
て

t
 

い
た
と
こ
ろ
て
す
が
、
本
格
的
な
業

②
務
開
始
は
、
職
員
の
教
育
訓
練
や
庁

舎
建
設
を
待
っ
て
行
な
う
こ
と
に
な

22
つ
て
い
ま
し
た
。

・ヽ

釘
こ
の
度
庁
舎
も
概

f
完
成
し
＇」
ま
た

ー

職
員
の
教
育
（
六

々
月
）
も
終
了
し

54
た
の
で
去
る
一

0
月
一
日
、
肱
川
町
公

民
館
に
お
い
て
川
上
支
署
の
開
庁
式

を
行
い
、
実
質
的
に
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
従
来
役
場
で
扱
っ
て
い
ま

し
た
火
事
と
救
急
は
全
て
消
防
署
（

電
話
―
一
九
番
）
で
受
付
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
は
救
急
業
務
に
つ
い
て

も
言
え
ま
す
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ー
ン
の
発
達

汎 ．
 `
 

藪

急

ー

・リ

そ
こ
で
、
こ
の
様
に
複
雑
多
様
化

し
た
現
在
の
生
活
環
境
の
中
で
火
事

や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
や
は

り
予
防
の
専
門
家
の
存
在
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

宇
防
ー

士
気
旺
盛
な
消
防
団
（
山
内
団
長

以
下
二
三
七
人
）
を
有
す
る
上
、
過

疎
の
山
村
に
「
常
備
消
防
」
を
配
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
疑

問
視
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
。し
か
し
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変

化
は
、
田
舎
を
過
疎
化
に
追
い
や
っ

た
反
面
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
発
達
は
田
舎
を
も
生
活
様
式
の
変

革
の
波
に
乗
せ
、
一
部
を
除
ぎ
、
都

市
と
田
舎
の
差
を
無
く
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

'

そ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
当
肱

川
町
民
の
生
活
も
、
足
は
車
に
、
燃

料
は
油
、
家
は
新
建
材
、
は
た
ま
た

農
作
業
を
見
て
も
、
小
は
草
刈
機
か

＇

ら
大
は
ト
ラ
ク
タ
ー
と
身
の
回
り
は

近
代
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

．

し
か
し
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
大
型
化

さ
れ
た
身
の
回
り
は
そ
れ
だ
け
危
険

が
増
大
し
た
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ー
肖
火
ー

‘‘ー‘

――
 
―
―
都
市
化
し
た

―-]．

生
活
環
境

――
 

は
、
道
路
改
良
へ
も
力
は
加
わ
り
ま

す
が
、

一
方
、
改
良
さ
れ
た
道
路
は

車
の
洪
水
化
へ
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
必
然
的
に
車
の
事
故
も
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
過
疎
化
、
利
己
主
義
等
に
よ

る
善
隣
関
係
の
崩
壊
、
医
師
の
休
日
・

夜
間
の
休
診
は
、
救
急
搬
送
需
要
の
増

大
と
救
急
搬
送
の
遠
距
離
化
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
遠
距
離
化
に
よ
る
時
間

の
経
過
と
休
日
、
夜
間
等
の
医
師
不

在
に
よ
る
重
度
病
人
の
恐
れ
等
か
ら

救
急
車
の
現
場
到
着
時
や
、
搬
送
中

の
応
急
措
置
は
重
要
と
な
り
、
専
門

的
技
術
が
必
要
不
可
欠
と
な

っ
て
い

ま
す
。

消
火
活
動
に
お
い
て
も
、
団
員
の

有
職
化
に
よ
る
昼
間
の
町
外
流
失
は

社
会
の
流
れ
で
あ
り
仕
方
の
な
い
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
干
手
不
足
の

≪→ 
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ご
あ
い
さ
つ去

る
十
月
一
日
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1
森
本
屹
で
ご
ざ
い

ー
ま
す
。

―
町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
も
つ
て
立

ー
派
な
庁
舎
、
装
備
を
設
置
し
て
戯
き

一
ま
し
だ
こ
と
に
対
し
て
厚
く
あ
礼
申

ー
し
上
げ
ま
す
。

ー
こ
の
ご
期
待
に
あ
答
え
す
べ
く
皆

一
様
の
安
全
の
担
い
手
と
な
り
、
奉
仕
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危
険
性
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
団
員
の
訓
練
に
よ
る
質
の

向
上
や
機
械
器
具
の
近
代
化
で
補
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
将
来

へ
の
補
償

は
あ
る
と
言
え
ま
せ
ん
。

大
洲
市
・
喜
多
郡

．

・

は
ひ
と
つ

こ
う
し
た
中
で
「
消
防
署
」
の
設

置
は
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
町
単
独
で
の
設
置
こ

れ
は
財
政
的
に
ま
た
、
認
可
の
上
で

不
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
郡
内
で
の
未
加
入
村

河
辺
村
と
の
関
連
、
組
合
を
結
成
し

て
い
る
大
洲
市
及
び
郡
内
他
町
の
考

え
方
等
を
検
討
し
た
結
果
、
河
辺
村

は
救
急
で
非
常
に
困

っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
組
合
結
成
の
市
町
も
快
よ
く
受

入
れ
て
来
れ
る
用
意
が
あ
る
事
が
判

り
、
併
せ

；．
、
昭
和
五

三
年
四
月

者
と
し
て
識
員
一
同
決
意
を
あ
ら
だ
一

に
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一

ま
だ
票
下
有
数
の
伝
統
を
誇
る
消
一

防
団
の
皆
様
方
の
お
力
漆
え
を
蔵
き
、
一

心
強
く
仕
事
に
取
り
組
ん
で
居
り
ま
ー

す。
ど
う
か
町
民
の
皆
様
あ
＿
人
／
＼
一

が
、
ご
当
地
に
誕
生
し
ま
し
だ
川
上
一

支
署
を
我
々
が
育
て
成
長
さ
せ
て
や
一

る
と
の
お
気
持
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
―

し
く
ご
協
力
、
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
—

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
一

い

さ

つ

と

い

だ

し

ま

す

。

一

一
日
を
以

っ
て
、
大
洲
市
消
防
団
と

喜
多
郡
内
町
村
消
防
団
で
連
合
会
を

結
成
し
、
行
事
等
を
合
同
で
開
催
し

て
い
る
実
状
等
を
勘
案
し
、
肱
川
町

と
河
辺
村
を
所
轄
と
す
る
消
防
署

（支
署
）
を
設
置
し
て
も
ら
う
よ
う

組
合
へ
加
入
の
申
込
み
を
し
、
認

可
さ
れ
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
非
常
備

（消
防
団
）
も

常
備

（消
防
署
）
も
、
大
洲
市
、

喜

多
郡
は
ひ
と
つ

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

隊
員
は
九
人

そ
し
て

‘
-0
月

一
日
、
別
記
の
、

ょ
ぅ
に
、
九
人
の
隊
員
と
近
代
的
な

装
備
を
以
っ
て
業
務
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。

し
か
し
、

二
四
時
間
勤
務
の
二
交

替
制
で
す
か
ら
、

当
務
す
る
隊
員
は

昼
間
で
五
人
、
夜
間
で
四
人
の
少
数

で
あ
り
、
救
急
業
務
を
中
心
と
す

1

ヽ
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る
「
救
急
対
応
機
関
員
配
置
」
の
支

署
で
す
か
ら
、
消
火
活
動
の
主
役
は

従
来
ど
お
り
消
防
団
と
な
り
ま
す
。

消
火
活
動
に
多
く
は
期
待
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
プ
ロ
の
消
防

わ
官
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
私
達
が

大
い
に
活
用
す
る
意
味
で
、
消
火
作

ヵ
業
上
で
の
技
術
は
勿
論
、
日
常
で
も

消
火
器
の
取
扱
い
、
火
気
類
に
つ
い

て
の
相
談
等
気
軽
に
消
防
署
を
訪
れ

て
、
町
民
の
消
防
署
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
内
火
災
は

一

＝＿

有
線
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

町
内
の
火
災
は
、
消
防
署
か
ら
鹿

野
川
（
通
称
サ
イ
レ
ン
山
）
の
有
線

ひ報 じ 54. 10. 22 (3) 

と
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大洲l消防署
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
そ
の
後
に
無
線

サ
イ
レ
ン
と
放
送
で
町
内
全
域
に
連

絡
い
た
し
ま
す
。

通
常
、
火
災
時
の
出
動
は
、
地
元

分
団
と
第
一
分
団
で
あ
り
、
他
の
分

団
は
詰
所
へ
待
機
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
消
防
署
か
ら
の
サ
イ
レ

ン
が
鳴
っ
た
場
合
、
第
一
分
団
は
出

動
体
制
に
入
り
、
放
送
で
行
先
を
定

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
お
り

ま
す
。こ
の
有
線
サ
イ
レ
ン
は
、
消
防
署

が
河
辺
村
と
肱
川
町
を
所
轄
す
る
た

め
、
肱
川
町
内
だ
け
で
な
く
、
河
辺

村
の
火
災
に
お
い
て
も
消
防
車
が
出

動
し
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
、
鹿

野
川
と
岩
谷
地
区
を
通
過
す
る
た
め

大洲地区広域消防事務組合の概要

1名称

2構成団体

何
等
か
の
区
別
を
し
な
い
と
、
同
地

区
の
団
員
は
常
に
緊
張
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
有
線
サ
イ
レ
ン
が
嗚
っ

た
場
合
は
町
内
、
鳴
ら
な
い
時
に
消

防
車
が
出
動
し
た
場
合
は
河
辺
村
の

火
災
と
い
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

有
線
サ
イ
レ
ン
と
、
放
送
を
聞
い

て
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

職
員
紹
介

支

署

長

森

本

屹
（
大
洲
市
）

分

隊

長

幸

野

晴

夫

（

ク

）

ヶ

大

野

伸

一

（

ク

）

副

分

隊

長

増

田

勇

雄

（

ク

）

ヶ

芝

田

隆

（

ク

）

消

防

士

永

沼

芳

郎

{

ヶ

)

ヶ

ニ

宮

功

（

ク

）

ク

亀

田

昌

一

（

肱

川

町

）

ヶ

高

田

幸

穂

（

河

辺

村

）

以
上
九
人
の
隊
員
は
川
上
地
区
の

住
民
同
様
張
切
っ
て
い
ま
す
。
中
に

は
、
日
本
泳
法
神
伝
流
の
達
人
、
剣

道
の
有
段
者
（
三
段
）
、
大
洲
農
高

野
球
部
の
監
督
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
公

式
審
判
員
等
々
多
士
済
々
で
す
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
お
つ
き
合
い
も
よ
ろ

ん
く
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

大i州地区広域消防事務組合
大i州市‘長浜『＼ 内子町、五十崎町、

肱川町、河辺村 ”I 
3消防本部・署・支署の所在地及び配地職員（昭和54.10.1現在）

＼ 所在地 職員数

消防本部 大洲市大洲1034番地4
（署消防は本兼部務28． ） 

大洲消防署 同 上

長浜支署 長浜町大字長浜甲461番地1 16 

内山支署 内子町大字内子甲712番地 16 

川上 支署 肱川町大字宇和川2992番地1 ， 
合 計 69 

4沿革

(1)昭和19年6月1日大i州地区広域消防事務組合を設
立した。 （大抄11市、長浜町、内子町、五十崎町）

(2)昭和50年4月1日組合消防の業務を開始した。

（消防本部から各町へ出動）

(3)昭和50年10月1日長浜支署、内子支署を開庁した。

(4)昭和54年5月2日組合規約の変更許可を受け肱川

町及び河辺村を含めた広域消防となった。

(5)昭和54年10月1日川上支署開庁。

5施設

＼ 消大洲防消本防署部 長浜支署 内山支署 川上支署

庁 舎 延R1,C 4483. 階Sm埠 延鉄骨造2721.階2建m 贔C5052.階2埠m R 延 C3463.階Sm遅' 

指令車 1台

消自防ポ動ン車プ 2ヶ 1台 1台 1台

救急目動車 2ク 1ク 1,,. lク

予防広報車 l，，， 1 /,, 1.：， 1ヶ

救助工作車 1，，， 

赤パイ l，， 

バイ(50クC C) l，，， l，，， 1，，， 1 ❖ 

6川上支署概要

(1)敷地

(2)建築面積

(3)床面積

(4)工事請負費

(5)設計

(6)工事施行者

延 346.50m' 

• r.. 

ー

r
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，
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395.43m' 

174.OOm' 

1階 162,OOm'

2階 162.OOm'

3階 22.50m'

43,000,000円

（株）浪速設計事務所

肱川町上田建設（株）



お じ いちゃんどうですか•••楽 し い語 らいのひと時
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九
月
一
五
日
は
「
老
敬
の
日
」
そ

し
て
、
そ
の
前
後
は
老
人
福
祉
週
間

ー54
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
も
各
地
で
多

彩
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
は
、
特
に
允
月
一
五
日
に

全
地
区
で
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
だ
催

し
が
あ
り
ま
し
た
。

正
山
・
岩
谷
地
区
で
は
公
民
館
、

婦
人
会
主
催
の

「敬
老
会
」
ま
た
大

谷
、
中
野
、
予
子
林
、
中
津
地
区
で

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の

「敬
老
の

日
祝
賀
集
会
」
が
開
か
れ
、
ど
の
会

場
も
、
本
当
に
心
の
な
ご
む
、
に
こ

や
か
な
ふ
れ
合
い
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
。
一
方
、
九
月
一
九
日
と
二

0
日
に

は
、
大
野
町
長
が
「
ね
た
き
り
の
お

（
 ..,,,・., 

・
・、`
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最
優
秀
賞
に
岡
山
俊
司
君

55
総
体
漕
艇
競
技
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

大
野
町
長
が
ね
た
き
り
の
，，．

お
と
し
よ
り
を
訪
問

と
し
よ
り
」
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

町
内
に
は
現
在
「
ね
た
き
り
の
お

と
し
よ
り
」
が
一
五
人
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
も
う
―
一
年
間
も
全

く
の
ね
た
き
り
で
、
自
分
の
こ
と
が

一
切
出
来
な
い
と
い
う
お
と
し
よ
り

そ
し
て
、
そ
の
人
を
介
護
し
て
い
る

奥
さ
ん
は
、
二

0
オ
の
時
に
嫁
い
で

来
て
か
ら
今
日
ま
で
、
お
と
し
よ
り

の
世
話
と
育
児
の
明
暮
れ
で
、
一

一
年
間
も
外
に
出
た
こ
と
が
な
い
と

い
い
、
ま
た
そ
の
他
に
も
、
社
会
の

片
隅
で
、
近
隣
と
の
断
絶
、
孤
独
、

病
苦
と
の
た
た
か
い
等
多
く
の
苦
難

に
耐
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
お
と
し

よ
り
と
そ
の
家
族
が
数
多
く
あ
り
ま

す。色
々
な
活
動
に
参
加
し
た
い
、
し

55
総
体
ま
で
あ
と
二
八
四
日
。

来
年
八
月
に
鹿
野
川
湖
で
開
か
れ

る
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
漕
艇
競

技
の
ポ
ス
タ
ー
審
査
が
、
一

0
月
八

日
に
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

55
総
体
実
行
委
員
会
が

大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の
高
校
生
と
肱

川
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
、

六
九
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
は
、
実
行
委
員
と
大
洲
高
校

か
し
参
加
し
た
く
と
も
出
来
な
い
こ

の
よ
う
な
方
々
と
、
社
会
が
ど
う
心

を
結
ぶ
か
。

福
祉
の
原
点
も
実
は
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。大
野
町
長
は
、
こ
の
よ
う
な
お
と

し
よ
り
と
そ
の
家
族
の
方
々
に
接
し

心
を
か
よ
わ
せ
た
い
。

そ
し
て
、
こ
の
社
会
が
、
決
し
て
健

康
で
活
動
出
来
る
も
の
だ
け
で
つ
く

ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
を
も
つ
人
々
と
共
に
あ

る
こ
と
を
伝
え
た
い
。

そ
し
て
、
少
し
で
も
励
ま
し
に
な
れ

ば
と、

ご
の
訪
問
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
に
も
、
病
気
や
所
得
の
こ
と

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
悩
み
、
苦

し
ん
で
い
る
人
々
が
沢
山

い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
行
政

の
施
策
や
制
度
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
救
う
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
人
間
は
本
来
、

心
の
つ

な
が
り
な
く
し
て
は
生
き
て
い
け
な

い
か
ら
で
す
。

の
美
術
担
当
の
先
生
ら
六
人
で
行
わ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
中
津
部
落

の
岡
山
俊
司
君
（
大
洲
高
校
肱
川
分

校
二
年
生
）
の
作
品
が
、
緑
に
囲
ま

れ
た
鹿
野
川
湖
の
特
徴
を
す
っ
き
り

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
描
い
て
お
り
、
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
に
印
刷

さ
れ
全
国
の
参
加
高
校
に
配
布
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
井
上
弥
生
さ
ん
の
作
品
は

55
年
総
体
漕
艇
競
技
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

表
紙
に
使
わ
れ
、
来
年
八
月
に
選
手

役
員
等
に
配
ら
れ
ま
す
。

こ
の
他
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り

で
す
9入

選

者

0
最
優
秀
賞

岡
山
俊

司

大

洲
高
校
肱
川
分
校

0
優
秀
賞

片
神
勝
也

大
洲
高
校

畦

田

智

志

大

洲
高
校

．

井
上
弥
生
長
浜
高
校

智

葉

豊

大

洲
高
校
肱
J
分
校

0

佳

作

中

野

一

大

洲
高
校

石

崎

仁

志

大

洲
高
校

山
本
美
智
代
長
浜
高
校

矢
野
元
治
長
浜
高
校

石
井
敦
子
長
浜
高
校

下

石

雅

樹

肱

川
中
学
校

山

内

奈

津

恵

肱

川
中
学
校

• , 0ー

t
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一
集
音
マ
イ
ク
l

.

；`い

0
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
息
子
」
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
”
台
風
＂
二

つ
来
襲
。

台
風
十
二
号
本
県
を
直
撃
。
さ
い

わ
い
、
農
作
物
に
は
恵
み
の
雨
。
（

9
/
4
)
 

台
風
十
六
号
室
戸
へ
上
陸
。
直
撃

は
免
れ
た
も
の
の
、
稲
、
栗
等
に
若

干
被
害
。

(
9
/
3
0
)

．

0
”
肱
川
消
防
“
の
心
意
気
を
発
薙

当
町
第
五
分
団
（
予
子
林
）
が
、

小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
初
優
勝
。
県
大
会

へ
。
選
手
団
員
の
ご
健
闘
に
声
援
を

送
ろ
う
。

(
9
/
5
県
消
防
操
法
大

洲
喜
多
地
区
大
会
）

〇
当
町
の
六
五
才
以
上
の
人
は
、
昭

和
三
五
年
に
は
五
四
二
人
（
総
人
口

に
占
め
る
割
合
八
•

四
％
）
で
あ
っ

た
が
、
四
五
年
に
は
五
七
二
人
（
同

―
ニ
・
五
％
）
と
な
り
、
五
四
年
に

は
六
三
八
人
（
同
一
五
・
七
％
）
と

着
実
に
増
加
。

全
国
で
は
、
五
五
年
に
は
八
・
九

％
、
二

0
年
後
に
は
、
一
四
・
三
％

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
当
町
で
は
、

す
で
に
老
齢
化
社
会
到
来
と
い
え
る
。

”四

0
、
五

0
は
花
な
ら
つ
ぼ
み

七

0
、
八

0
は
花
ざ
か
り
：
・…“

「自
分
ら
で
長
寿
を
祝
お
う
」
と
老

人
ク
ラ
ブ
主
催
で
祝
賀
会
や
、
公
民

館
、
婦
人
会
等
主
催
の
敬
老
会
を
町

内
各
地
で
開
催
。

(
9
/
1
5
敬
老
の

日）
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
九

月
ニ
―
日
か
ら
一
0
日
間
行
わ
れ
ま

2
 
0

し
た
。

ー
．
こ
の
期
間
中
町
内
で
も
、
交
通
茶

4
 
5

屋
の
開
設
、
安
全
注
意
板
の
設
罹
、

鼓
笛
隊
の
パ
レ

rド
、
街
頭
指
導
な

ど
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
農
繁
期
も
峠
を
こ
し
、

秋
ま
つ
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
お
酒
と
つ
き
あ
う
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
一
人
ひ

と
り
が
気
を
つ
け
て
安
全
運
転
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

一
九
七
号
線
高
砂
に
、
九
月
二
九
日

交
通
茶
屋
を
占
1

開
き
り
し
ま
し
た
。

青
年
団
員
も
手
作
り
の

「
折
り
ヅ

ル
」
を
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
、
交
通
安
全
運
動
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

通
り
が
か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

も
、
婦
人
部
の
あ
め
や
お
茶
の
サ
ー

ビ
ス
に
お
も
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
。

車
か
ら
降
り
て
体
操
を
す
る
姿
も
み

ら
れ
ま
し
た
。

時
折
小
雨
の
降
る
な
か
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
一
人
一
人
に
「
気
を
つ
け
て

安
全
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
婦
人
部
の

方
た
ち
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
「
ど

う
も
あ
り
が
と
う
」

「ご
く
ろ
う
さ

ん

」

と

安

全

運

転

を

約

束

し

て

い
ま
し
た
。

尚
、
茶
屋
の
テ
ン
ト
は
、
大
谷
の

小
川
ウ
メ
ヲ
さ
ん
か
ら
の
寄
附
に
よ

り
作

っ
た
も
の
で
す
。

安
全
注
意
板
を
設
置

肱
川
町
青
年
団
で
は
、
九
月
ニ
ニ

日
、
町
内
各
所
に
自
作
の
交
通
安
全

注
意
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
安
全
に
少
し
で
も

役
立
て
ば
と
、
団
員
が
自
作
し
た
も

の
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
や
標
語
で
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

郵
便
貯
金
で
住
み
よ
い
社
会
を

肱
川
町
へ
は
三
億
円
を
融
資

み
な
さ
ん
か
ら
広
く
御
利
用
い
た
ど
、
み
な
さ
ま
の
福
祉
の
向
上
と
経

だ
い
て
い
る
郵
便
貯
金
は
、
本
年
七
済
生
活
の
発
展
に
大
き
な
役
割
り
を

月
末
の
現
在
高
が
全
国
で
四
七
兆
円
果
し
て
い
ま
す
。

を
超
え
る
大
き
な
金
額
と
な
っ
て
い
郵
政
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
郵
便

貯
金
の
働
き
を
広
く
み
な
さ
ま
に
御

ま
す
。み
な
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
郵
便
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
「
豊
か
な
く

貯
金
は
、
大
蔵
省
資
金
運
用
部
を
通
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵

じ
て
地
方
公
共
団
体
等
に
融
資
さ
れ
便
貯
金
月
間
」
を
一
0
月
一
日
か
ら

て
い
ま
す
が
、
肱
川
町
に
対
し
ま
し
一
か
月
間
全
国
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

て
も
三
億
七
百
万
円
が
融
資
さ
れ
て
ど
う
ぞ
郵
便
貯
金
に
対
す
る
よ
り

お
り
、
農
林
業
・
中
小
企
業
の
振
興
・
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
お
願
い

道
路
の
建
設
、
文
教
施
設
の
充
実
な
し
ま
す
。

労
働
人
口
の
高
年
齢
化
が
す
す
み
、

就
職
を
希
望
す
る
中
高
年
齢
者
は
次

第
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
の

厳
し
い
経
済
情
勢
下
で
は
、
そ
の
再

就
職
は
極
め
て
困
難
な
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
国
や
県
で
は
、
企
業
の

一
層
の
理
解
と
協
力
を
得
る
と
と
も

に
、
広
く
県
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
た
め
に
‘
-
0
月
を
「
中
高
年
齢

者
雇
用
促
進
月
間
」
と
定
め
て
、
次

の
行
事
を
実
施
し
中
高
年
齢
者
を

雇
用
す
る
機
運
を
つ
く
り
出
し
て
い

ま
す
。
町
内
の
中
古
向
年
齢
者
は
殆
ん
ど
自

営
か
企
業
で
働
い
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
も
し
、
就
職
を
希

望
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
大

洲
公
共
職
業
安
定
所
へ

気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

県
の
主
な
行
事

交
通
茶
屋
店
開
き

交
通
安
全
協
会
婦
人
部
は
、
国
道

安全注意板

み
ん
な
の
願
い
交
通
安
全

青
年
団
が
自
作
の
注
意
板
を
設
謹 （
 

0

高
年
齢
者
雇
用
優
良
事
業
所
の

コ

大
臣
表
彰
の
伝
達
及
び
知
事
表

・o高
年
齢
者
雇
用
問
題
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
。

0
高
年
齢
者
雇
用
率
制
度
の
達
成
指

導
。

0
事
業
主
に
対
す
る
各
種
雇
用
援
護

制
度
の
周
知
。

0
中
高
年
齢
者
を
対
象
と
す
る
特
別

求
人
開
拓
の
実
施
。

ヤ-C[
II中高
年
齢

者
雇
用
促
進
月
間
“

あ
わ
て
な
い
こ
と
1

1
鼻
血
が
出
た

ら
落
ち
着
い
て
い
す
に
す
わ
り
、
鼻

を
つ
ま
ん
で
ア
ゴ
を
ひ
き
‘
口
で
息

を
し
て
安
静
に
し
ま
す
。

鼻
か
ら
額
に
か
け
て
ぬ
れ
タ
オ
ル

で
冷
や
す
の
も
よ
い
。

鼻
を
か
ま
な
い
こ
と
1

1
鼻
血
が
出

て
い
る
間
は
、
話
し
た
り
笑

っ
た
り

鼻
を
か
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
。

止
血
し
て
も
し
ば
ら
く
は
強
く
鼻

を
か
ま
な
い
こ
と
。

脱
脂
綿
、
チ
リ
紙
を
つ
め
な
い
こ

と。
脱
脂
綿
は
繊
維
が
鼻
の
中
に
残
り
、

キ
ズ
ロ
が
ふ
さ
が
ら
ず
再
出
血
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
し
、
チ
リ
紙
は
化
膿

す
る
原
因
に
な
り
や
す
い
。

な
か
な
か
止
ま
ら
な
い
と
き
は
、

清
潔
な
ガ
ー
ゼ
を
、
軽
く
つ
め
て
、

外
か
ら
指
で
押
え
る
と
よ
い
で
し

ょ‘つ
。
う
な
じ
を
た
た
か
な
い
こ
と
1
1

よ

＜
鼻
血
が
あ
る
と
う
な
じ
を
た
た
＜

人
が
あ
り
ま
す
が
、
効
果
が
な
い
ば

か
り
か
‘
脳
の
真
下
を
た
た
く
こ
と

に
な
る
の
で
危
険
。

軽
視
し
な
い
こ
と
1
1

た
び
た
び
鼻

血
の
出
る
人
、
と
く
に
中
年
す
ぎ
の

人
の
鼻
血
は
要
注
意
。

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

鼻
血
が
出
た
と
き
は

一一口医浮
l
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人 口

』
•

細 男

女

数

中

動

帯

月

異

世

9
の

ロ
未
知
の
世
界
へ
の
挑
戦

．

ア
マ
無
線
技
士
養
成
講
習
会

0
時

間

毎

回

午

後

六

時

三

〇

分
ー
九
時
三

0
分

0
場

所

肱

川

町

公

民

館

〇
修
了
試
験
―
一
月
二
六
日

〇

受

講

料

一

人

一

万

円

0
そ
の
他

・
申
し
込
み
、
問
い
合

秋
の
道
路
愛
護
デ
ー
は

―
一
月
四
日

・
廃
車
の
徹
去

・
側
溝
、
路
面
の
整
備

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
に
な
っ
て

空
で
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
み
た
い

と
い
う
人
が
、
こ
こ
数
年
の
間
に
急

激
に
増
え
、
そ
の
仲
間
は
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
町
内
に
も
七

0
人
余
り

の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
が
お
ら
れ

ま
す
。
未
知
の
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
、
そ

れ
に
は
ま
ず
電
話
級
か
電
信
級
の
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
資
格
を
と
る

こ
と
で
す
。

資
格
を
と
る
に
は
二
つ
の
方
法
が

あ
り
、
そ
の

―
つ
は
郵
政
省
が
行

っ

て
い
る
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

と
、
も
う
―
つ
は
「
日
本
ア
マ
無
線

連
盟
」
が
郵
政
省
の
認
可
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
”
養
成
講
習
会
＂
を
受

講
し
て
、
修
了
試
験
に
合
格
す
る
こ

と
で
す
。

つ
い
て
は
、
こ
の
養
成
講
習
会
が

次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

0
日

程

―

一

月

五

日

1
二
五

日
（
木
曜
日
を
除
く
）

4, 0 7 1人（土 0)

2, 0 0 9人(-3) 

2, 0 6 2人(+3) 

1, 1 1 0世帯(+1 

｛出生3、死亡4
転入8、転出7} 

（昭54. 9.30現在）

省
エ
ネ
時
代
の
到
来
と
は
い
え
、

車
は
相
変
ら
ず
人
の
足
や
肩
に
代
っ

て
、
生
活
に
密
着
し
て
お
り
ま
す
。

道
路
の
整
備
は
、
新
設
か
ら
改
良

舗
装
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
維
持
管

理
費
の
節
減
と
車
の
省
エ
ネ
化
に
寄

与
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
内
の
お
よ
そ
ニ
ニ
四
キ

ロ
と
い
う
膨
大
な
道
路
網
の
う
ち
、

舗
装
済
み
の
延
長
は
、
僅
か
四
四
キ

ロ
（
約
二

0
%）
で
す
。

八
割
を
占
め
る
砂
利
道
の
路
面
整

備
は
、
グ
レ
ー
ダ
ー
の
運
行
で
対
応

し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
充

分
な
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
年
二
回
実
施
し
て
い
る

道
路
愛
護
デ
ー
は
、
町
道
の
す
み
ず

み
ま
で
の
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。

秋
の
道
路
愛
護
デ
ー
を
十
一
月
四

日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

お
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

重
点
目
標

・
支
障
竹
木
の
除

＇ “
 
E

に
栗
の
枝

あ
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
年
金
の
支
払
は

―
一
月
―
二
日
か
ら

わ
せ
は
至
急

II

写
真

の
堀
＂
へ
（
電
話
ニ

二
0
六
番
）

こ
の
講
習
会
は
、
今

回
を
も
っ
て
四
ー
五

年
肱
川
町
で
は
行
わ

れ
な
い
予
定
で
す
。

今
年
―
二
月
支
払
期
分
（
八
月

1

―
一
月
）
の
支
払
が
、
一
―
月
―
二

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

定
時
届
の
た
め
年
金
証
書
は
預
か

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
指
定
郵
便
局

に
お
い
て
「
年
金
証
書
保
管
証
」
と

引
き
替
え
に
年
金
証
書
を
受
け
取
り
、

年
金
の
支
払
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
肱
川
郵
便
局
を
指
定
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
役
場
の
窓
口
で
年

金
証
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

国
民
年
金
受
給
者
が
増
え
る
に
つ

れ
、
国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

、9
.．
 

`

＼

 

”
 ー
〇
乳
児
健
康
相
談

，
き

―

一

月

一

六

日

0
人
権
法
律
相
談

と

き

―

一

月

一

五

日

1
0時
1
一
五
時

と

こ

ろ

肱

川

町

公

民

館

当

法

務

局

職

員

人
権
擁
護
委
員

都
谷
文
雄

飛
野
虎
生

》‘

-．
 

担

0
行
政
相
談

と

き

―

一

月

五

日

九
時
ー
一
六
時

肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談
委
員

福

田

保

と
こ
ろ

担

当

―
一
月
ニ
―
日

ご
一
時

1
一
五
時

肱
川
町
公
民
館

松
山
社
会
保
険
事
務
所

年
金
担
当
官

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税

町
・
県
民
税

(3) (6) 

と
こ
ろ

担

当

ご
め
い
ふ
く
を
ー
ー
ー
一

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
―

見

の

越

富

永

造

酒

衛

さ

ん

白

石

三

好

朋

義

さ

ん

中

居

谷

上

野

タ

カ

エ

さ

ん

ク

山

本

瀧

Q
r恐
ん

下
鹿
野
川
和
気
俊
次
さ
ん

二

女

紀

枝

ち

ゃ

ん

藤

之

原

藤

田

幸

男

さ

ん

長

男

智

志

ち

ゃ

ん

藤

之

原

石

河

是

忠

さ

ん

三

男

享

介

ち

ゃ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う
ー
|
'

ご
ざ
い
ま
す

と
こ
ろ

き

さ気くがて り金
とい軽しあわ国開相そ
°にりるか民設談こ
ごた方ら年い所で
利い‘な金たを‘
用方くいにし次国
くはわこつまに民
だおしといすよ年

゜
◇心配ごと相談◇
、お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

． 
一三時1一五時
肱川町公民館

相談日 担当相談員
． 

10月25日 下石、楠野

11月5日 中野、堀尾、福田

11月15日 谷本、佐久保

11月25日 山中、宮本

ー

相談員の自宅相談も受付けます

・̀ • ． 


